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発明の効果 
 本発明の喉頭咽頭検査治療装置によれば、口腔のみからの挿入で喉頭咽頭治療を行う
ことができ、かつ、喉頭咽頭内に挿入される部位を患者に適合した形状に変形することが
できるので、安全に正確かつ迅速に喉頭咽頭治療を行うことができる。また、人間工学上、
患者に対し極めて優しい構造であるので、喉頭咽頭治療に伴う患者の苦痛、不安、ストレ
ス等の大幅な軽減が達成される。 
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【解決手段】 
グリップ本体１１と、グリップ本体１１に設けられた
操作部４０と、グリップ本体１１に支持されると共
に先方へ延設された、喉頭咽頭内への挿入及び
操作時に受ける外力では変形せず、該挿入及び
操作時に受ける外力よりさらに大きな外力で所
望の形状に変形可能な可撓性中空管２０と、グ
リップ本体１１に支持されると共に、可撓性中空
管２０に挿通状態で支持された内視鏡５０と、グ
リップ本体１１に支持されると共に、可撓性中空
管２０に挿通状態で支持された、グリップ本体１１
の操作部４０によりその動作が制御される鉗子３
０又は吸引管とを備えた喉頭咽頭検査治療装置
である。 

【課題】 
口腔のみからの挿入で喉頭咽頭治療を行うことができ、かつ、喉頭咽頭内に挿入され
る部位を患者に適合した形状に変形することができ、安全に正確かつ迅速に喉頭咽頭
治療を行うことができる喉頭咽頭検査治療装置を提供すること。 


	スライド番号 1

